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お問合せ ： 就労継続支援作業所　ウイズ

　　ＴＥＬ ： 0868（２２）３１９２

※　申込みは不要です。
　　直接会場にお越しください。

第３回　地域公開講座のご案内

※

（新）…

新
患
担
当　

お知らせ 津山市の「子ども医療費公費負担制度」の外来分について変更があります。

変更年月日：平成２９年７月１日～

対   象   者：小学１年生～中学３年生

変   更   点：自己負担割合１割（２割を公費で負担）⇒無料（３割全額を公費で負担）

※ひとり親家庭等医療費、心身障害者医療費に該当の方は子ども医療費

（無料）へ変わりますので、所得による月額限度額はありません。

お　願　い：平成２９年７月１日～「子ども医療費受給資格者証」が（黄色）から

（白色）のものに替りますので窓口にて確認させてください。

偶数月の第4土曜日、１３：３０～１５：００で開催を予定しておりますが、地
域の方、ご家族、興味のある方どなたでも受講していただけますのでお待ちしてお
ります。（１２月は祝日と重なるため第３土曜日に開催します）

日　　時：平成29年8月26日（土）
講座内容：「発達障害を知ろう」
講　　師：相談支援事業所 きぼう　相談支援専門員

＊発達障害について専門家の立場から幅広く発達障害の特性について分かり易くお話し
　して頂く予定です。
　質問コーナーもありますので、関心のある方はどうぞお気軽にご参加ください。

◆保険証確認のお願い◆
医療機関で診療を受ける際に必要な保険証には有効期間があります。

下記を参考に、新しい保険証が届きましたら病院窓口まで提示をお願い致します。
★後期高齢者医療　：　現在の保険証は平成２９年７月３１日までが期限です

★国民健康保険証　：　現在の保険証は平成２９年９月３０日までが期限です。

お願い：新しい保険証が届きましたら窓口にて確認させてください。

ホームページに年間予定表を掲載しておりますのでご参考にしてください。

平成29年4月から開始した新しいリカバリープログラム「ＷＲＡＰ」を簡単にご紹介したいと
思います。

デイケアを利用される方は、地域で生活しながら生活リズムを身につけたい、人との付き合
い方を学びたい、社会復帰・就労のきっかけをつかみたい等の様々な目的を持って利用され
ています。そこで、リカバリープログラムの選択肢を広げ、利用者の方のニーズ・要望に応
えるために「ＷＲＡＰ」というプログラムを新しく開設しました。
「ＷＲＡＰ」というプログラムを通じて、自分自身の元気を保つ、将来自分がなりたい姿（目
標）を達成するし、利用者の方の地域での生活が安定していくよう手助けをしていきたいと
考えています。
ＷＲＡＰ内では、居心地のいい空間を共に作り、参加者は対等な立場で、自分の経験と他者の
経験を語り合い、学びを深めていけるように心がけています。
是非皆さまも、ＷＲＡＰを作成してみませんか？
興味のある方はデイケアスタッフかケースワーカーにご相談ください。

デイケア科にて新しいプログラム「ＷＲＡＰ」を開始しました

※ＷＲＡＰ（Wellness Recovery Action Plan：元気回復行動プラン）略してラップ
　　＝自分でつくる自分のための行動プラン
『自分の元気を自分で保つためにやっていること』、『調子を乱すサインに気付き、再び元気に
戻っていくためにできること』、『自分では判断できないような状況の時に、信頼できる人に
自分が望むような対応を実現させるためにしてもらいたいこと、してほしくないこと』などを
みんなと語り合い、学びながら自分のプランを作っていきます。

ウイズからのお知らせ◆ご意見への回答◆
「以前、 調子を崩しかけたときに電話したら、 １週間様子を見るように言われて、 その後に
眠れずに調子が悪くなって怖かった。 調子が悪いときは３日後くらいに診察して欲しい。」

貴重なご意見をいただきありがとうございました。

調子が悪いと感じて電話をしてくださったのに、すぐに診察できずに申し訳ありませんでした。
不眠や恐怖心が続いて、さぞ心細かったのではないかと心が痛みました。

医師も看護師も、重要で緊急な連絡は聞きもらすことなく、急いで対処するように努力をしてきましたが、
まだまだ不十分なところがあったようです。

今後はこのようなことがなくなるように、電話での病状の把握の仕方や、予約外の診察の方法について
今までよりも適切に行えるように改善方法について職員同士で話し合っていく予定としました。

これからも、患者さん一人一人の状態をより理解しながら、親身で真摯な対応を心がけていきたいと思い
ますので、お気づきの点があればまたご意見をよろしくお願いします。

2017 年 6 月　希望ヶ丘ホスピタル　病院長

生産品の販売を準備中です。
7 月 28 日（金）10：00 ～ 14：30　イーストランドのマルシェに近隣のＢ型作業所と共に
参加を予定しております。
ウイズでは、めだかすくい・めだかの販売、しあわせの青いデニムプロジェクト商品（マウスパッド、

携帯ストラップ等）、しあわせの箸置きを販売いたしますのでぜひお立ち寄りください。


